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あがつま
『わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝であ

る。人がわたしにつながっており、わたしもその

人につながっていれば、その人は豊かに実を結ぶ。

わたしを離れては、あなたがたは何もできないからである。』

（ヨハネによる福音書１５章５節）

♪
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美

歌

を

歌

お

う

⑱

『
勝

利

を

の
ぞ

み
』

（
讃

美

歌

第

二
編-

１

６

４
番

）

こ

の
歌

は

ア

メ

リ

カ

の
公

民

権

運

動

（
黒

人

の

基

本

的

人

権

を

要

求

す

る

運

動

）

で

象

徴

的

に

歌

わ

れ

て

い

た

『w
e

shall

o
v

e
rc

o
m

e

』

を

、

岸

本

羊

一

（1931-1991

）

が

邦

訳

し

て

讃

美

歌

第

二
編

に

収

録

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の
歌

の
原

形

に

つ
い

て

は

幾

つ
か

の

説

が

あ

り

ま

す

。

メ

ソ

ジ

ス

ト

牧

師

で

あ

っ
た

チ

ャ

ー

ル

ズ

・

Ａ

・

テ

ィ

ン

ド

リ

ー

（1851-1933

）

が

書

い

た

『I'll

O
vercom

e
S

om
eday

』

の
転

用

、

発

展

と

す

る

説

が

有

力

と

さ

れ

て

い

ま

し

た

が

、

詩

形

や

拍

子

が

あ

ま

り

に

違

っ

て

い

る

こ

と

か

ら

現

在

で

は

無

理

が

あ

る

と

考

え

ら

れ

て

い

る

よ

う

で

す

。

別

の

説

で

は

『
い
ざ

歌

え

、

い
ざ

祝

え

』

（
讃

美

歌

108

番

）

の
律

(
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N
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R
IN
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R

S
)

に

の

せ

て

歌

わ

れ

て

い

た

、

ア

フ

リ

カ

系

ア

メ

リ

カ

人

の

霊

歌

が

原

形

で

は

な

い

か

と

も

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

言

わ

れ

て

み

る

と

八

小

節

目

ま

で

の

メ

ロ
デ

ィ

ー

が

似

て

い

る

よ

う

に

聞

こ

え

て

き

ま

す

。

こ

の

歌

は

口

伝

で

歌

い

継

が

れ

て

い

き

、

ア

フ

リ

カ

系

ア

メ

リ

カ

人

公

民

権

運

動

が

高

ま

る

中

、

フ

ォ

ー

ク

シ

ン

ガ

ー

の

ピ

ー

ト

・
シ

ー

ガ

ー

（1919-2014

）

が

広

め

た

こ

と

に

よ

っ

て

、

運

動

を

象

徴

す

る

歌

と

な

り

ま

し

た

。

ま

た

日

本

に

お

い

て

こ

の

歌

は

、

ベ

ト

ナ

ム

戦

争

へ
の

反

戦

歌

と

し

て

歌

わ

れ

た

こ

と

で

有

名

に

な

り

ま

し

た

。

〝
解

放

〟

を

求

め

て

歌

わ

れ

て

き

た

こ

の

歌

を

、

神

を

賛

美

す

る

讃

美

歌

と

し

て

歌

う

こ

と

の

意

義

を

考

え

さ

せ

ら

れ

ま

す

。
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真

実

）


